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第 109号 
 

令和４年（2022 年） 

 

７月 15 日発行 

 

教科書の「取説」は学習指導要領「解説」 
 

北海道高等学校教育研究会地歴・公民部会長 元紺谷 尊 広 

（北海道有朋高等学校長）                 
 

「歴史総合」の教科書を手にして「日本史１時間と世界史１時間やればいいかな」 

「地理総合」の教科書を手にして「雰囲気は『地理Ａ』と変わんないね」 

「公共」の教科書を手にして「『現代社会』の教科書となんも変わんないじゃん」 

 
昨年の春に、教科書見本を手にした教師の第一声です。 

  私もそう思った１人です。でもよーく見てみると、あれ、違うかも・・・と気づく。 

 

 北海道高等学校教育研究会地歴・公民部会の会員の皆様、今年度、部会長を仰せつか

りました有朋高校の元紺谷尊広です。会員の皆様には日頃より本部会の活動に際しまし

て多大なるご理解ご協力をいただいておりますことに心から感謝申し上げます。微力で

はありますが部会の充実・発展に努めて参りますのでよろしくお願いいたします。 

 さて、高等学校において令和４年度はとても大きな節目の年といえます。今年度より

学年進行で新学習指導要領がスタートしています。GIGAスクール構想による１人１台端

末を活用した授業が新入生より始まっています。さらに今年の４月から成年年齢が 18歳

に引き下げられています。各学校におかれましては教育課程の編成・実施に向けた取り

組みや観点別評価の充実、ＩＣＴの環境整備及び活用に向けた研修、内規の整備等が急

ピッチで進められてきたことと思います。こうした中、私たち地歴・公民科の教師にと

っては、「歴史総合」、「地理総合」、「公共」という新科目の新設がなんといっても大

きい変化であることは間違いないはずです。 

 冒頭で紹介した教師の第一声についてここで考えてみたいと思います。私が所属して

おります道倫研では昨年１年かけて学習会において新科目「公共」の授業について議論

を重ねてきました。５月に実施された第１回の学習会では、初めて見る「公共」の教科書

見本を手にして感想を語り合いました。冒頭で紹介した第一声そのものでした。ところ

が数冊ある「公共」の教科書のうち、ある教科書が特に注目を集めました。それは知識を

教えるのではなく学び方を学ばせようとしている教科書であったからです。そこで第２

回目の学習会では「もう一度学習指導要領を読んでから教科書を見てみよう」というこ

とを試みてみました。そうすると全ての教科書に学習指導要領の趣旨を生かした工夫の

ページを見つけることができました。 

 教科書だけを見て授業をしてはいけません。本質を見誤ることになります。学習指導

要領の趣旨をしっかり踏まえて授業に臨むことが大切であると思います。学習指導要領

は教科書の取り扱い説明書といっても過言ではありません。一人で悩まず、志を一にす

る仲間と地歴・公民部会で大いに議論しましょう。 
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●令和４年度(2022年度)高教研地歴・公民部会役員一覧 
 

役  職 氏   名 学校名 住所 

部 会 長 元紺谷 尊 広 有 朋 高 校 札幌市北区屯田 9条 7丁目 

副部会長 
林   正 憲 札幌北高校 札幌市北区北 25条西 11 丁目  

藤 井 一 志 札幌東高校 札幌市白石区菊水 9 条 3 丁目 

監  事 
坂 上 大 介 石狩翔陽高校 石狩市花川東 128番地 31 

柳 野 五十秀 札幌新川高校 札幌市新川 5 条 14 丁目 1 番 1 号 

運
営
委
員 

世界史 
榊 原 康 文 札幌大通高校 札幌市中央区北 2条西 11 丁目 

菊 池 真 哉 札幌英藍高校 札幌市北区篠路町篠路 327 番地 67 

日本史 
安 藝 宏 和 札幌北陵高校 札幌市北区屯田 7条 8丁目 1-8 

鈴 木   綾 札 幌 開 成 中 等教育学 校 札幌市東区北 22条東 21 丁目 1-1 

地 理 
三 浦   徹 札幌丘珠高校 札幌市東区北丘珠 1 条 2 丁目 589 番地 1  

久 恒   亮 石狩翔陽高校 石狩市花川東 128番地 31 

公  共 
吉 川 敦 巳 札幌東高校 札幌市白石区菊水 9 条 3 丁目 

横 平 麻紀子 札幌英藍高校 札幌市北区篠路町篠路 327 番地 67 

倫 理 
渡 邊 昭 博 札幌手稲高校 札幌市手稲区手稲前田 497 番 2 

倉 部 英利子 大 麻 高 校 江別市大麻ひかり町 2番地 

政治経済 
藤 倉 水 緑 札幌清田高校 札幌市清田区北野 3 条 4 丁目 6-1 

下 川 欣 哉 札幌国際情報高校 札幌市北区新川 717 番 1 

事
務
局 

局 長 志 田 光 瑞 

有 朋 高 校 札幌市北区屯田 9条 7丁目 

次 長 
小 林 洋 介 

高 橋 昌 宏 

局 員 

吉 嶺 茂 樹 

田 辺 孝 規 

大久保 博 史 

中 島 敏 博 

小 門   宏 

伊 藤 智 大 

佐 藤 豊 記 

酒 井 雄 一 

藤 井 秀 樹 

山 科 晶 裕 

庄 子 尚 史 
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●令和４年度高教研地歴・公民部会（教科別集会）のご案内 
 

１ 地歴・公民部会 研究主題について 

(1) 令和４年度地歴・公民部会研究主題 
   「社会的な見方・考え方」を育てるＩＣＴを効果的に活用した授業の在り方 

(2) 令和４年度専門部(分科会)研究主題 ※現代社会分科会は、公共分科会となります。 
ア 世 界 史：自ら課題を見出し、主体的に取り組む力を育てる学習指導の工夫・改善 

イ 日 本 史：ＩＣＴを活用し、深い学びへと結びつく学習指導と評価の工夫・改善 

ウ 地  理：地理必修化に応える「地理的な見方・考え方」を育成するための主体的・対話的で深い学びの

実践 

エ 公  共：ＩＣＴを活用して、公民的資質を主体的・対話的に学習する「公共」の授業構想と実践 

オ 倫  理：ＩＣＴを活用し、公共や倫理の学びを手掛かりに在り方生き方の思索を深めるための授業展開 

カ 政治経済：公民としての資質・能力を育成する｢政治・経済｣学習指導の工夫・改善 

    

２ 期  日  令和５年１月 12日（木） 

 

３ 会  場  北海道有朋高等学校 

〒002-8504  札幌市北区屯田９条７丁目  TEL 011-773-8200  

        ※上履きは必要ありません。 

 

４ 内  容  （時間帯は予定） 
9:00     9:30     10:20 10:30          12:30      13:30                      15:30 15:50 

受 

付 

開会式 

総 会 

各研究会紹介 

【体育館】 

休 
憩 

講      演 

(分科会ごと) 

 

【使用教室は当日案内】 

昼 

食 

研究発表・協議 

(分科会ごと) 

 

【使用教室は当日案内】 

閉
会
式 

 

５ 講演・研究発表・司会・記録の依頼 分科会運営委員が依頼します。ご協力をお願いします。 

 

６ 交通機関   
(1) 地下鉄南北線 麻生駅より 

  ○中央バス 石狩庁舎前行（麻１７）乗車時間 15分 有朋高校下車 徒歩３分 

  ○中央バス 石狩庁舎前行（麻０８）乗車時間 13分 イトーヨーカ堂屯田店前下車 徒歩１３分 

  ○中央バス 屯田６条１２行（麻０１）乗車時間 11分 屯田小学校下車 徒歩 13分 

(2) 地下鉄東豊線 栄町駅より 

  ○中央バス 石狩庁舎前行（栄１９）  乗車時間 15分  屯田小学校下車 徒歩 13分 

(3) 札幌ターミナルより 

 ○中央バス 屯田６条１２行（麻０２）乗車時間 37分  屯田小学校下車 徒歩 13分 

 

※ 有朋高校の駐車場は運営者・講師以外にも若干の駐車スペースはありますが、満車の際は、校舎周辺

には駐車スペースがありませんので、できるだけ公共の交通機関をご利用ください。 

 

７ 研究紀要６０号の執筆依頼 
(1) 教科に関することで、24,000字以内（24文字×1,000 行 10頁以内）です。 

（詳細は会報１１７号に記載） 

(2) 申込みは、令和４年８月２６日(金)までに事務局(有朋高校)へ論文概要を送付してください。 

 

８ その他 
新型コロナウイルス感染症の状況により、全体会の実施状況に準ずることを原則として、教科別集会の

実施形態を検討します。 



4 

 

●令和４年度地歴・公民科 各種研究会のご案内 
 ～互いに学び、情報交換して、夏に教科指導力を高めましょう！～ 

□北海道関係 

研究会名称 北 海 道 高 等 学 校 世 界 史 研 究 会  

会 長 名 橋 本 達 也（北海道科学大学高等学校長） 事務局長 本 間 靖 章 

事 務 局 北海道札幌南高等学校 札幌市中央区南 18条西 6丁目 1-1 TEL 011-521-2311 

研究会の 

ご案内 

期 日 令和４年８月５日（金） 会 場 
北海道科学大学高等学校 

※対面とオンラインのハイブリット 

 

第５３回北海道高等学校世界史研究大会 
参 加 料 

対面   ：2000円 

オンライン：1000円 
 

○主 題 「生徒とともに語る世界史へ」 

○参加費 対面 ：2000円 オンライン：1000円 

※決済はオンライン決済で行います。お申し込みいただきましたら、決済方

法をメールにて連絡させていただきます。 

○日 程 

８月５日（金） 

9：00 ～ 9：30  受付 

9：30 ～ 9：45  総会（北海道のみ） 

9：45 ～10：00  開会式 

10：00 ～12：30 講演・質疑 

講師 植 村 邦 彦 先生（関西大学名誉教授） 

テーマ 「マルクスから視る新しい資本主義（仮）」 

コメント 吉 嶺 茂 樹 先生（北海道遠隔配信センター） 

12：30 ～ 13：30 昼食・休憩 

13：30 ～ 14：45 報告 

15：00 ～ 16：20 研究協議 「歴史総合ことはじめ」 

報告：歴史総合の授業実践報告と報告を踏まえた研究協議 

報告１ 渡 邉 大 輔（北海道札幌西高等学校） 

報告２ 吉 嶺 茂 樹（北海道有朋高等学校・北海道遠隔配信センター） 

報告３ 未定（現在調整中） 

司会：本 間 靖 章（北海道札幌南高等学校） 

16：20 ～ 16：30 閉会式 

○申込み https://forms.gle/6LmyGwAXtiT7x7Nq5 または右記 QR コードによりお申し 

込みください。研究大会への申し込みは 7 月 25 日（月）までとさせていただ

きます。なお、定員を満たした場合には、その時点で受付を締め切らせていた

だきます ので、ご了承ください。 

※北海道スクールネットの通常回線だと、フィルタにかかってしまいます。 

制限のない回線ないしは、スマートフォン等でお申し込み下さい。  

 

研究会名称 北 海 道 高 等 学 校 日 本 史 研 究 会  

会 長 名 山 崎   誠（北海道遠軽高等学校長） 事務局長 國 岡   健 

事 務 局 北海道恵庭南高等学校 恵庭市白樺町４丁目１番１号 TEL 0123-32-2392 

研究会の 

ご案内 

期 日 令和４年８月４日（木） 会 場 札幌市教育文化会館 研修室４０３ 

第４５回北海道高等学校日本史研究大会 参 加 料 2,000円 
 

○日 程 

８月４日（木） 

9:00～ 9:30 受 付 

9:30～10:00 総 会   

10:00～12:00 講演１ 演題 「荘園史をどうとらえるか」（仮） 

講師 伊 藤 俊 一 氏（名城大学人間学部教授） 

12:00～13:30 昼食・休憩・準備 
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13:30～15:30 講演２ 演題 「荘園を探究する―荘園絵図を中心に」（仮） 

       講師 鈴 木 哲 雄 氏（都留文科大学教養学部特任教授） 

○参加方法 

 事前申し込みは必要ありません。当日会場で受付をしてください。                

 

研究会名称 北 海 道 高 等 学 校 地 理 教 育 研 究 会  

会 長 名 阿 部   穣（北海道留萌高等学校長） 事務局長 佐久間 直 樹 

事 務 局 市立札幌新川高等学校 札幌市北区新川５条 14丁目１－１ TEL 011-761-6111 

研究会の 

ご案内 

期 日 令和４年７月 31日（日） 会 場 オンライン（Zoom） 

 参 加 料 無料 
 

第50回北海道高等学校地理教育研究会 オンライン大会 

○日 程 

７月３１日（日） 

12:30～    受付 会議室入室 

13:00～    開会式 

13:10～14:10  授業事例報告①② 

14:20～14:50 授業事例報告③ 

○参加費  

 無料 

○参加方法 

詳細は、各学校に案内されている実施要領をご覧ください。 

 

研究会名称 北 海 道 高 等 学 校 政 治 経 済 研 究 会  

会 長 名 太 田 吉 祐（北海道士別東高等学校長）会長代行 事務局長 下 川 欣 哉 

事 務 局 北海道札幌国際情報高等学校 札幌市北区新川 717-1 TEL 011-765-2021 

研究会の 

ご案内 

期 日 令和４年８月５日（金） 会 場 
ホテルライフォート札幌 

※対面とオンラインのハイブリット 

 参 加 料 2,000円 
 

令和４年度北海道高等学校政治経済研究会第 47回研究大会 

 

○主 題 「北海道の未来を担う高校生のために、私たちは今、何ができるか」 

○定 員 ライフォート会場 50名（お申込多数の場合は先着順） 

オンライン（Zoom）配信 100名（お申込多数の場合は先着順） 

○日 程  

８月５日（金） 

9:50～10:10 開会式・総会 

10:20～11:50 講演１『「英国とＥＵ」― 欧州統合と英国の参加と離脱の背景を考える ―』 

平 岡 祥 孝 氏（札幌大谷大学教授） 

13:10～14:40 講演２『「北海道の公民科の先生方へのメッセージ」―これまでの経験から―』 

小 高   咲 氏（道立総合研究機構） 

15:10～16:10 研究発表「 実社会との接点を重視した教科実践～登別青嶺高校の実践を踏まえて～ 」 

柳 澤 久 志 氏（札幌国際情報高等学校） 

16:20～16:30 教材紹介・学習会報告 

16:40～    閉会式 

○申込方法 

メールにて下記の必要事項を記載の上、お申し込みください。 

①参加者名 ②フリガナ ③所属学校名 ④職名 ⑤メールアドレス ⑥昼食利用の有

無（職員番号）ライフォート参加者のみ ⑦平岡先生、小高先生へのご質問 

⑧会場参加かオンライン参加のいずれか 

をご記入の上、do_seiken(a)yahoo.co.jp へ送信してください。 

(a)を@へ代えてください 
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申し込み締め切り：７月19日（火） 

なお、会場参加で定員50名、オンライン参加で100名を超えた場合は、参加をお断り

させて頂きますので、早めのお申し込みをお願いします。 

 

研究会名称 北 海 道 高 等 学 校 「 倫 理 」 「 公 共 」 研 究 会  

会 長 名 元紺谷 尊 広（北海道有朋高等学校長） 事務局長 佐 藤 克 宣 

事 務 局 北海道札幌南高等学校 札幌市中央区南 18条西 6丁目 1-1 TEL 011-521-2311 

研究会の 

ご案内 

期 日 令和４年８月 10日（水） 会 場 
札幌市教育文化会館研修室 403 

オンライン（Zoom） 

 参 加 料 無料 
 

2022 年度北海道高等学校「倫理」「公共」研究会（第 56回研究大会） 

 

○主 題 公民科『公共』における指導と評価のあり方について 

～ 学びを深める授業の実践と観点別評価のあり方を中心にして ～ 

(1)「講演」テーマ 公民科『公共』における指導と評価のあり方について 

講師 飯塚 秀彦 氏（国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官） 

(2)「公民科『公共』授業の実践発表」 

発表者 柚 原 航 太 教諭（北海道函館水産高等学校） 

渡 辺 祥 介 教諭（札幌創成高等学校） 

○日 程  

８月 10日（水） 

12:30～    受付(オンライン参加を含む） 

13:00～    開会式、会長挨拶 

13:25～14:05  飯塚教育課程調査官による講演 

14:15～15:05 授業の実践発表 

15:15～16:15 研究協議 

16:15～16:25 閉会式、会長挨拶 

16:35～16:55 総会  

○参加費 無料（100名以上の参加があった場合は先着順 

締切日 ７月 23日（金）） 

○申し込み方法 

(1)ＱＲコードによるお申し込み（推奨） 

左のＱＲコードを読み取りお申込みください。入力にお間違えがあった場合は再度

入力し送信してください。 

〈参加申し込みＱＲコード〉 

(2)ホームページからのお申し込み 

google等の検索エンジンに「北海道倫理公共研究会」と入力し検索してください。 

(3)メールによるお申込み 

次のメールアドレスに、お名前（フリガナを含む）、所属、リモート形式参加用の

メールアドレスを記載し、送信してください。 

（申し込み用メールアドレス）rinri02(a)dorinken2020.page 

(a)を@へ代えてください 

 

□全国大会関係 
 

研究会名称 全 国 歴 史 教 育 研 究 協 議 会  

会 長 名 南   和 男（東京都立武蔵高等学校統括校長） 事務局長 豊 田 基 裕 

事 務 局 東京都立大江戸高等学校 東京都江東区千石３－２－１１ TEL 03-5606-9500 

研究会の 

ご案内 

期 日 
令和４年７月27日（水） 

     ～28日（木） 
会 場 オンライン（Zoom） 

 参 加 料 3,000円 
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全国歴史教育研究協議会第６３回研究大会（茨城大会） 

 

○基本テーマ 「新しい歴史教育～学びへの多様なアプローチ～」 

○日 程  

７月27日（水） 

10:30～11:00  受付(接続時間） 

11:00～12:00 総会 

13:00～17:00  分科会（第２～第５） 

第２分科会「歴史総合」の可能性を探る 

第３分科会「日本史探究」の可能性を探る 

第４分科会「世界史探究」の可能性を探る 

第５分科会 学びへの多様なアプローチ 

７月28日（木） 

9:00～ 9:30 受付(接続時間） 

9:30～12:00 第１分科会 テーマ「新しい歴史教育－高校生が歴史を学ぶ意義－」 

講演 伊 藤 純 郎（筑波大学教授） 

パネリスト 

冨 所 克 哉（茨城県立石岡第一高等学校） 

石 川 知 行（茨城県茗溪学園高等学校） 

尾 形 幸 輝（茨城県立守谷高等学校） 

櫻 井 幸一郎（茨城県立土浦第二高等学校） 

並 木 詩 織（茨城県立三和高等学校） 
13:00～14:00 記念講演「「世界史」と「日本史」をどう総合し、どう振り分けるか」 

村 井 章 介（東京大学名誉教授） 

14:00～14:30  閉会行事 

 

○申し込み方法 

全国歴史教育研究協議会のホームページ、及び第６３回茨城大会の SNS から以下の

サイトにアクセスしてください。担当旅行社の（株）日本旅行水戸支店が窓口担当と

なります。 

・大会参加の申し込みは、すべて下記のサイトよりアクセスし、必要な手続きを行っ

てください。 

・大会 広報用 Webサイト https://www.facebook.com/zenrekiken2022ibaraki/ 

・大会申し込み用 Web サイト https://va.apollon.nta.co.jp/zenreki63/ 

・参加申し込みの締め切りは、７月 22日（金）とさせていただきます。 

 

研究会名称 全 国 公 民 科 ・ 社 会 科 教 育 研 究 会  

会 長 名 大 山   敏（東京都立豊島高等学校長） 事務局長 篠 田 健一郎 

事 務 局 東京都立西高等学校 東京都杉並区宮前４-21-32 TEL 03-3333-7771 

研究会の 

ご案内 

期 日 
令和４年７月28日（木） 

     ～29日（金） 
会 場 

【対面開催会場】東京都立豊島高等学校

【オンライン開催】Ｚｏｏｍ 

 参 加 料 4,000円 
 

令和４年度全国公民科・社会科教育研究会全国研究大会（東京大会） 

（兼公民科・社会科教育関東協議会第 71回東京大会） 

 

○大会主題 新学習指導要領で求められる公民科教育の資質・能力と指導方法 

○日 程  

７月28日（木） 

9:30～ 9:45  受付(接続） 

9:45～10:15 開会式・総会 

10:30～12:00 記念講演 演題：「主権者教育を立て直すには」 

講師：与 良 正 男 氏（毎日新聞社論説室 専門編集委員） 
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13:00～15:15  分科会 

       「公共」「倫理」に関する分科会 

「公共」「政治・経済」に関する分科会 

15:30～16:30  講演 演題：「観点別学習状況評価」とは何か－公民科の授業改善に向けて－」 

講師：樋 口 雅 夫 先生（玉川大学教育学部教授） 

７月29日（金） 

9:20～ 9:50 受付(接続） 

9:50～10:50 教科調査官講話① 政治・経済、公共担当 

磯 山 恭 子 教科調査官（文部科学省初等中等教育局教育課程課） 
11:00～12:00 教科調査官講話② 倫理担当 

飯 塚 秀 彦 教科調査官（文部科学省初等中等教育局教育課程課） 

13:00～15:30 シンポジウム主題 「１８歳成年年齢を受けて教育現場に求めたいこと 」 

〇シンポジスト 

菊 地 英理子 氏（法務省司法法制部司法法制部部付検事） 

中 川 壮 一 氏（消費者庁消費者教育推進課課長補佐） 

金 井 壯 太 氏（公益財団法人明るい選挙推進協会調査広報部主幹） 

大 山  敏  氏（全国公民科・社会科教育研究会会長） 

〇コーディネーター 

沖 山 栄 一 氏（東京都公民科・社会科教育研究会会長） 

15:40～16:00  分科会全体報告 

 

○申し込み方法 

(1) Microsoft teams による申込み 

https://forms.office.com/r/5ub2vMCXC0 

※上記 URL 又は、ＱＲコードを参照し、申込フォームより 

お申し込みください。 

(2) 申込期間 

令和４年６月３０日（木）締切 

※なお、 Microsoft teams での申し込みができない場

合は、東京都公民科・社会科教育研究会事務局までご

連絡ください。 

(3) 費用のお支払い 

令和４年６月３０日（木）までに次の口座へお支払いください。 

振込先銀行 みずほ銀行雷門支店（店番６２９） 

種類 普通預金 口座番号 １８５６０１１ 

口座名義東京都公民科・社会科教育研究会 

（トウキヨウトコウミンカシヤカイカキヨウイクケンキユウカイ） 

※振込人氏名は、ご参加される方のお名前でお願いします。 
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